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とよた 3Ｓドライブとは・・・ 

 ドライバーが歩行者を交通事故から守るために実践する運転行動です。交通事故を防止するため
の基本的な運転行動を表した、 
「スロー（Ｓｌｏｗ）」「スマート（Ｓｍａｒｔ）」「ストップ（Ｓｔｏｐ）」 
の３つのＳをとって『とよた３Ｓドライブ』といいます。  

 

 

１ ゆっくり発進、ゆっくり停止 

発進時はゆっくりと、止まるときは早めにアクセルを離してブレーキに足を乗せておくことによ
り、とっさの事態に対応できて、事故を未然に防ぐことができます。 

実際に、運送事業者 11 社 1,310 台を対象に「ゆっくり発進、ゆっくり停止」を徹底した結果、
１年間の交通事故が半減したという事例があります。 
（出典:自動車技術会「エコドライブ活動による燃費向上と交通事故低減」H18 年 9 月） 
 また、ゆっくり停止（早めのアクセルオフ）は、燃費向上にも大変効果があります。 

 

 

２ 余裕の車間距離で、加減速の少ない運転 

前のクルマとの車間距離を十分に保つことは、加減速の回数を減らし、追突事故などの危険性が
減り、加えて前方の視界も広くなることで、事故を回避しやすくなります。 

車間距離の目安として、時速４０ｋｍの場合では、約２２ｍ以上の車間距離が必要です。 
 

 

３ 横断歩道で歩行者を見たら必ず“止まる” 

子どもやお年寄りなどを横断歩道で見たら、必ず止まりましょう。また、５分早めに出発するこ
とで、歩行者に気配りでき、他のドライバーとの譲り合いができるなど、心と運転にゆとり（余裕）
が生まれます。 

ゆとりの心で、「クルマ優先」から「歩行者優先」の運転へ変えましょう。 


